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研究成果の概要（和文）：本研究は、女性がん患者のリプロダクティブヘルスに関する専門的知識を習得する看
護職向け教育プログラムを開発することを目的とした。本研究では、生殖年齢の罹患者が多い乳がんに特に焦点
をあてたプログラムを開発することとした。研究は①文献調査、②乳がん診療に携わる医師、看護師ならびに乳
がん患者を対象としたインタビュー調査、③全国のがん拠点病院で乳がん医療に携わる医師、看護師を対象とし
た質問紙調査（web調査）、④がん看護に携わる看護師向けのe-learning教材の開発の４段階で構成した。文献
調査、インタビュー調査、web調査の結果から学習教材の内容を同定し、e-learing教材の試作版を作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an education program for oncology 
nurses to obtain expertise on reproductive health of female cancer patients. In this study, we 
developed a program focusing particularly on breast cancer as a large number of breast cancer 
patients are in reproductive age. The research project consisted of 4 parts: (1) a literature 
review, (2) interviews for doctors and nurses who were involved in the breast cancer medical care, 
and breast cancer patients, (3) nationwide survey through the internet targeting doctors and nurses 
involved in breast cancer patients’ care at designated hospitals for cancer, and (4) development of
 e-learning program for nurses who care for breast cancer patients. We identified the content of 
learning materials from the results of literature survey, interviews and the web survey, and 
developed trial version of e-learning educational program.

研究分野：がん看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
がん医療の革新的な進歩によりがんの治
癒率が飛躍的に向上し、がん患者の生存期間
の延長がもたらされた。中でも化学療法、放
射線治療の発展はわが国のがん対策基本計
画の重点課題に位置づけられ、多岐にわたる
抗がん薬、分子標的薬の導入により多くの恩
恵がもたらされた。このように、がんという
診断が必ずしも死を意味するものではなく
なり、がん治療を日常生活の一部にしながら
がんと共に生きる、あるいはがん治療の後の
人生を生きるがんサバイバーの長期的な健
康問題、QOLへの関心が高まっている。 
また、生殖補助医療（ART）も近年著しく
発展し、閉経前の女性がん患者とその家族に
対し、がん治療後に子どもを生み育てる新た
な可能性をもたらした。がん治療による妊孕
性の障害とは、化学療法、放射線治療により
女性が生来有する卵子数が減少することを
意味する。がん治療を受ける女性患者のため
の妊孕性温存の選択肢として、受精卵凍結、
卵子凍結、卵巣凍結、放射線治療時の性腺遮
蔽、卵巣移動のほか GnRHアゴニスト投与な
どの方法があり、生殖医療医は初回面談で現
時点での妊孕性、がん治療を行った後に妊娠
する可能性、妊孕性温存の方法、妊孕性温存
治療を行った後の妊娠の可能性、妊孕性温存
治療ががんやがん治療に及ぼす影響につい
て患者に説明している（塩田,2011）。そのた
め、患者はがん治療の内容および時期と、そ
れに応じた生殖補助医療の可能性と実施時
期を十分に検討した上で、意思決定すること
が必要となる。 
がん患者のリプロダクティブヘルスに対
する取り組みは始まったばかりであり、当該
分野の研究は、国内外を問わず未だ少ない。
がん患者のリプロダクティブヘルスに関わ
る看護職の役割として、Kramer は処置（治
療）に関する患者教育を行なうこと、処置（治
療）前後の患者のセルフケアについて理解を
促すこと、患者が精神的苦痛をいつ感じてい
るか、どのような心理社会的支援が必要かを
把握し患者にナビゲーションサービスを提
供することとしている（Kramer,2012）。ナ
ビゲーションサービスとは、複雑ながん治療
に加え生殖医療にもかかわる患者が混乱を
きたさぬよう、患者の案内役を担うコンシェ
ルジュのような役割を意味する。女性がん患
者のリプロダクティブヘルスにおいて、患者
がどの時期にどのような情報を希望してい
るのか、実際に医療者からどのようなサポー
トを得ていかなる選択をしているのか、医療
者にどのような支援を求めているのか、患者
を支援する上で看護職に必要な知識とケア
は何かを明らかにし、専門的知識を修得する
教育プログラムを開発することは、治療期に
ある女性がん患者のリプロダクティブヘル
スに関する選択を支える上で極めて重要で
ある。 

 

２．研究の目的 
 女性がん患者のリプロダクティブヘルス、
すなわち将来の妊娠・出産に関わる選択にお
いて、必要ながん治療、生殖医療を遅れるこ
となく受けつつ患者の意思を尊重した選択
ができるよう支援することが重要である。そ
こで本研究では、女性がん患者のリプロダク
ティブヘルスに関する専門的知識を習得す
る看護職向け教育プログラムを開発するこ
とを目的とした。本研究では、本邦で生殖年
齢に罹患の多い乳がんに焦点をあてたプロ
グラムとした。教育プログラムはオンライン
で学習可能な e-learning 教材として開発す
ることとした。 
 
３．研究の方法 
 全体の研究計画は次の 4部で構成した：①
女性がん患者のリプロダクティブヘルスに
関する文献調査、②女性乳がんに焦点をあて
た治療を受ける女性がん患者のリプロダク
ティブヘルスに関する患者・看護師・医師へ
のインタビュー調査、③女性乳がん患者のリ
プロダクティブヘルスに関する実態調査-質
問紙を用いた全国調査、④女性乳がん患者の
リプロダクティブヘルスに関する選択を支
える看護教育プログラムの開発。具体的には、
以下の方法で実施した。 
 
（１）女性がん患者のリプロダクティブヘル
スに関する文献調査：PubMed、CINAHL、医中
誌などを用いて国内外の過去 10 年間におけ
るがん領域における生殖看護に関する文献
検索を行う。対象文献は、調査研究や介入研
究（RCT、準実験デザイン、評価研究など）、
文献レビュー（システマティックレビュー、
メタアナリシス）とし、文献から得られた情
報をアブストラクトシートに統合し、対象者
の特徴、がん治療内容、妊孕性温存に対する
選択の内容、患者のニード、また教育的介入
を行っているものについては教育プログラ
ムの具体的内容と使用教材、介入方法と効果、
介入の回数、所要時間などについて項目ごと
に分析し教育プログラム内容に組み込む内
容を抽出した。 
 
（２）生殖年齢にある女性の罹患が多い乳が
んに焦点をあて、治療を受ける女性乳がん患
者のリプロダクティブヘルスに関する患
者・看護師・医師へのインタビュー調査：①
患者を対象とした調査は、乳がんの診断を受
けがん治療を開始する予定の患者、あるいは
治療を開始した患者のうち、卵子凍結あるい
は卵巣凍結などの温存術を受けることを選
択した患者、あるいは温存術を行わないこと
を選択した患者のうち、研究協力の同意の得
られた者約 10 名とした。妊孕性温存につい
て医療者から受けた説明、自身で収集した情
報、医療者に対する要望などについて半構造
化インタビューガイドを用いてインタビュ
ー調査を行った。②看護師・医師対象とした



調査は、聖路加国際病院、兵庫医科大学病院 
(もしくは関東、関西地区の医療機関）の乳
腺外科/ブレストセンター、血液内科、リプ
ロ外来に研究協力を依頼した。乳がん患者の
がん治療もしくは生殖医療に携わる医師、看
護師を対象に、妊孕性温存に関して患者に説
明している内容、患者からの質問内容、がん
患者のリプロダクティブヘルスに関わる医
療体制に対する認識と課題などについて半
構造化インタビューガイドを用いてインタ
ビュー調査を行った。インタビュー調査で得
られたデータは質的機能的に分析し、リプロ
ダクティブヘルスに対する選択の過程で医
療者に求める情報、ケアニーズを同定し、教
育プログラムに取り入れる内容を抽出した。 
 
（３）女性乳がん患者のリプロダクティブヘ
ルスに関する実態調査-質問紙を用いた全国
調査：全国のがん診療連携拠点病院のうち協
力の得られた施設において、女性乳がん患者
の治療に携わる医師・看護師を対象に Web 調
査を実施した。目的としては、女性乳がん患
者のがん患者の妊孕性温存に関する知識、態
度、学習ニードの現状を把握することであっ
た。 
  
（４）女性乳がん患者のリプロダクティブヘ
ルスに関する選択を支える看護教育プログ
ラムの開発：これまでの調査で得られた結果
をもとに、e-learning 教材を開発した。教材
の内容は表に示すとおりである(表１)。 
 
表１ e-learning 教材の骨子 

 
４．研究成果 
（１）がん治療を受ける女性患者のリプロダ
クティブヘルスに関する国内外の文献調査
では、「Oncofertility」をキーワードに、
Medline （ PubMed ）、 CINAHL 、 PsycINFO 、
SocINDEX をデータベースとし、発表年及び論
文種類の制限をかけず網羅的に検索した。
【結果】検索の結果、全データベースから 95
文献が抽出され、重複文献を除いた 77 文献
について内容を確認し、英語、日本語以外の
言語によるもの(6 文献)、書評、コメント等
論文形式でないもの(7 文献)、入手不可能な
もの(3文献)を除外した61文献をレビュー対

象とした。 
文献は、系統的文献レビュー・解説（20 文献）、
横断調査（3文献）、 質的研究（2文献）、事
例研究（5 文献）、 実験研究（3 文献）に分
類できた。米国臨床がん学会が 2006 年にが
ん患者の生殖医療の保護に関する推奨ガイ
ドラインを発表し、以降がん患者のリプロダ
クティブヘルスの学際的取り組みが始まっ
た。本レビュー対象論文も大多数が 2010 年
以降に掲載されており、研究的取り組みは緒
についたばかりと推察された。本結果をもと
に、本邦の現状把握のための質問紙・インタ
ビュー調査および教育プログラムを開発す
ることとした。 
 
（２）対象は 30 歳代 3 人、40 歳代 4 人の計
7 人、未婚者 4 人、既婚者 3 人（子ども有り
1人）、妊孕性温存の選択については、卵子凍
結 3人、受精卵凍結 2人、温存しなかった者
1 人、試みたが採取できなかった者 1 人であ
った。乳腺外科医からは、がん治療による性
腺機能への影響、妊孕性温存療法の方法、温
存療法を行うためのがん治療開始の猶予期
間等の説明を受け、生殖医療医、専門看護師
への紹介も行われていた。生殖医療医からは
妊孕性温存療法の具体的な方法、年齢・治療
に応じた妊娠の可能性、治療予定と費用が説
明され、温存治療を行う他の医療機関も紹介
されていた。患者はインターネットのブログ
や病院で得た冊子、友人、身内等からも情報
を得て、年齢やがん治療との兼ね合い、費用、
将来の妊娠の可能性に鑑みて意思決定して
いた。また情報を得たことで、とりあえず採
るという心理が働くことも示された。対象は
診断後早期の情報提供、がん医療と生殖医療
の双方の知識を持った医療者による対応、外
来看護師による相談窓口の整備、他の患者の
選択について知る機会を望んでいた。 
次に、女性乳がん患者の妊孕性温存に関す
る、看護師への半構造化インタビューガイド
を用いたインタビュー調査を実施した。 対
象は、関東・関西のがん診療拠点病院に勤務
する看護師で女性乳がん患者の妊孕性温存
に関する意思決定支援の経験があり、研究協
力の同意が得られた 13 名であった。その結
果、外来看護師は、患者の挙児希望の程度を
把握し、必要時、生殖医療医への紹介につな
げるとともに、患者の精神面に配慮した関わ
りを意識していることが示された。病棟看護
師は、周手術期のケアが中心であるため、妊
孕性温存に関する意思決定に関わる機会が
限られていた。継続的な意思決定支援の充実
には、がん看護、生殖医療に携わる看護師の
双方の分野及びがん生殖医療の知識を深め
るとともに、施設内・施設間での情報共有・
連携のあり方の検討、がん生殖医療の啓発の
必要性が示唆された。 

構成 項目 細項目

解説

Ⅰ．Oncofertilityとは ・基礎知識

Ⅱ．がん治療における
性腺・生殖機能への影響

・正常な生殖機能とは
・がん治療別 生殖機能への影響、性腺毒性

Ⅲ．妊孕性温存の方法
・高度生殖医療について
・がん患者に適用される方法について

Ⅳ．心理社会的要因

・意思決定の局面
・患者の妊孕性温存に関する意思決定過程の心理的変化
・費用、経済的側面

Ⅴ．看護

・各部署における看護ケア
外来（各科別）、外来がん化学療法室、病棟）
・がん患者のケアに携わる看護専門職の資格
CNS（がん看護、リエゾン、母性、遺伝看護‥）
CN（化学療法看護、不妊症看護、放射線療法看護）

事例 乳がん患者の事例を中心にその他の事例も入れる。
知識
テスト
先行研究で使用した知識テスト項目(5項目）と本プログラムオリジナル項目5項目

動画 2016年度 がんプロセミナー動画の一部を許諾を得て掲載予定

リンク



 さらに、女性乳がん患者の妊孕性温存に関
する意思決定において、医師のかかわりの現
状を明らかにし、患者の意思決定を支える医
療職間の協働への示唆を得ることを目的と
して、関東および関西のがん診療連携拠点病
院で乳がん患者の診療に携わる乳腺外科医、
生殖医療医で、妊孕性温存に関する意思決定
に携わった経験がある医師に半構造化イン
タビューガイドを用いたインタビュー調査
を実施した。対象は 2施設のがん診療連携拠
点病院に勤務する医師８名であった。その結
果、がん治療医、生殖医療医の双方が、限ら
れた診療時間の中で、可能な限りの人的、物
理的手段を用いて妊孕性温存に関する情報
を共有し、患者の意思決定をサポートしよう
と努める現状が明らかとなった。また、がん
治療が高度化する中で、がん治療、生殖医療
の双方の知識を有する医療職が、がんの診断
後早期から妊孕性に関する治療選択の情報
を提供し、患者の意思決定を支える体制を外
来で構築することが求められた。 
 
（３）女性乳がん患者の診療に携わる医師の 
妊孕性温存に関する知識・態度・実践の現
状：女性乳がん患者の診療に携わる医師を対
象に、がん患者の妊孕性温存に関する知識、
態度、実践内容、看護職への要望を明らかに     
することを目的として、Web 調査を実施した。 
対象：全国 434 カ所のがん診療連携拠点病院
のうち協力の得られた 96 施設に所属し、乳
がん診療に携わる医師 248 人（乳がん学会専
門医、認定医含む）であり、148 名からの回
答を得た（回答率 59.7％）。調査項目は清水
ら（2012）が開発した質問紙をもとに、がん
患者の妊孕性に関する知識（5 問）、     
診療上の実践（13 問）、生殖の問題を議論す
る際のバリア（8問）、妊孕性温存に対する態
度（5 問）、基本属性を含む計 57 問で構成し
た。先行研究（清水ら、2012）と比較し、知
識テストのスコア、知識十分（fair）群の割
合はともに上昇している一方で、態度スコア
の上昇はわずかであり、保守的群が 6割以上
を占めていた。近年のがん生殖医療に関する
普及活動やガイドラインの開発と周知が知
識・態度の向上の一助となっていることが推
察された。一方、態度スコアが必ずしも大き
く変動しない一因として個々の価値判断に
よる影響が示唆された。 
次に、女性乳がん患者のケアに携わる看護
師の妊孕性温存に関する知識・態度・学習ニ
ードの現状として、同様に全国 Web 調査を実
施した。対象は、全国 434 ｶ所のがん診療連
携拠点病院のうち協力の得られた112施設に
所属し、乳がん患者のケアに携わる看護師
526 人であり、305 名からの回答を得た（回
答率 58.0%）。調査項目は清水ら（2012)およ
び森（2017)が開発した質問紙をもとに、が
ん患者の妊孕性に関する知識（5問）、態度(5
問）、妊孕性温存の理解（6問）と実際の関わ
り（9 問）、基本属性等を含む計 44 問と自由

記載で構成した。その結果、先行研究と同様
に、妊孕性温存に関する知識が態度や実践に
影響していた。またがん・生殖医療の普及に
伴い、妊孕性温存の選択に関する支援に加え、
がん治療後の妊娠・出産に向けた長期的支援
の必要性が示唆された。 
 
（４）e-learning 教材の開発：文献調査やイ
ンタビュー調査、全国調査をもとに骨子を作
成し、e-learning 教材を開発した。 
 
図１ Oncofertility とは 
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